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【アブスト】
LMCの質量を決めるべく、南半球にある5つの恒星ストリームを解析した。ここでは、AATの２dFを用いたS5 （Southern Stellar Stream 
Spectroscopy Survey）, Gaia EDR3, DESのデータを組み合わせて、ストリームの構造やダイナミクスをフィットし、LMCの質量の最適解を求め
た。その結果、1.4x10^11 ～ 1.9x10^11 Msun といった、やはり10^11Msunオーダーの質量値が得られた。一番制限に聞いているのはOrphan-
Chenab (OC) streamsであった。

【ゴール】 LMCの質量を周辺の恒星ストリームから
正確に決定する。

【オリジナリティ】
ストリームの基本データ（測光、分光）が完備されている。
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【主な結果】
・LMCからの摂動を受けている可能性の高い5つのス
トリームを解析（ATLAS, Elqui, Orphan-Chenab: OC:,
Indus, Phoenix)。Tucana III, Jhelumもチェック。
・図１：ストリームのひとつ、ATLASの場合の
モデル（青色点）と観測（赤線）。上から空間分布、距
離（RRL）、視線速度、固有運動μ_α、μ_δ。
・図２a：LMCとの最接近距離とその時点の相対速度。
色はストリームの軌道面に垂直な方向：裏の図２b
（固有運動とストリームの方向との間のオフセットで
測定し易い）、各線はimpulse近似による摂動速度Δv
一定線で、これが大きなストリームが制限に効果大。

以下の量をLMCの質量制限に使用。距離の誤差が
大なので、左のGaiaPMからの方法が強い制限。
裏ページにこれらの結果を表示。

・図３と裏の表：各ストリームを使ったLMCの質量制
限。これらから、M_LMC ～1.8 x 10^11 M_sun
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【コメント】
・銀河系の質量分布を球対称としてストリームを計算しているが、3軸
非対称だと軌道面がprecessionするので、結果も変わるのでは？

図２a

図３

LMCからの摂動速度
Impulse approx.
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OC, ATLASがmisalignmentが大きく、
LMCの質量制限に良く効く。
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